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　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．電力や車両燃料の二酸化炭素排出削減に努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．安全及び環境に配慮した作業に努めます。

６ ．顧客満足の向上、従業員の満足向上に努めます。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

制定日： 2022年9月1日

代表取締役

　本業である産業廃棄物の収集運搬・中間処理を通じて、地球温暖化問題への
取り組みや地域の環境課題の解決に向けた活動に自主的・積極的に取り組みま
す。そしてカーボンニュートラル、SDGｓに貢献してまいります。
　お客様が安全で安心していただけるように効率よく、適正に廃棄物処理サー
ビスを提供することが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継
続的に改善活動に取り組んでまいります。

環境経営方針
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（１） 名称及び代表者名
株式会社　大武開発
代表取締役　辻本　大

（２） 所在地
本　　　社 大阪府南河内郡河南町寺田207-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 部長　 菊池　俊二　　 TEL：0721-90-3177

（４） 事業内容
産業廃棄物収集運搬、産業廃棄物処分（中間処理業）

（５） 事業の規模
法人設立
資本金  2,700万円
売上高 55,000万円

名
㎡

㎥
㎥ うち再資源化量 ㎥

㎥

㎥ うち再資源化量 ㎥

2tユニック車 台

4ｔアームロール車 台

台

27ｔトレーラダンプ 台

合計 台

主要設備

台数 備考

基

基

基

積み替え保管施設

㎡ ｍ

㎡ ｍ

㎡ ｍ

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社　大武開発
対象事業所： 本社・中間処理場

対象外： 無し

活動： 産業廃棄物収集運搬、産業廃棄物処分（中間処理業）

破砕機

選別機

選別機

名称

1 5ｔ/日

1 フィンガースクリーン

1 ハイバウンドスクリーン風力選別機

名称 保管面積 保管上限 備考

74.9がれき類・金属くず 59.8 石綿含有産業廃棄物を除く

最終処分量 0

2,689

1

6

車種 台数 備　　考

2

2

1

受託した産業廃棄物の処理量
収集運搬量 1,542

中間処理後の産廃の処分量 2,689

中間処理量 4,945

延べ床面積　　　 2000

本社
従業員　　　　　 8

　　　2005年4月1日

25ｔ大型アームロール車

組 織 の 概 要
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更新日：

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
陶
磁
器
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●　積み替え保管

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

大阪府

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
陶
磁
器
く
ず

○ ○ ○ ○ ○ ○

□廃棄物処理フロー

産業廃棄物 中間処理 (破砕） 不適物最終処分
収集運搬（社内） （社内） （社外処理）

産業廃棄物 有価物
収集運搬（社外） （社外処理）

社長

部長

環境委員会

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

京都府 2600129385 令和1年9月19日 令和6年9月8日

和歌山県 3000129385 令和1年8月23日 令和6年8月10日

三重県 2400129385 令和1年10月24日 令和6年7月30日

大阪府 2710129385 令和3年9月14日 令和8年9月13日

奈良県 2900129385 令和3年10月10日 令和8年10月9日

兵庫県 2803129385 令和3年9月15日 令和8年9月14日

許可番号

許可年月日 許可有効年月日

事業の範囲 廃棄物の種類

2720129385

中間処理

令和3年12月28日 令和8年12月27日 破砕

環境経営組織及び役割・責任・権限

事務部 収集運搬部門 中間処理部門

全従業員
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単位
kg-CO2

受託収集運搬量 ㎥

受託中間処理量 ㎥

受託最終処分量 ㎥
㎥
ℓ
㎥
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

〇
〇

✕

×

✕

〇

✕

kg-CO2 262,079

水使用量

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 110,415

－

一般廃棄物の削減

自動車・重機燃料（軽
油）による二酸化炭素削
減

1,069

受託廃棄物のリサイクル
率の向上

経営課題への取組み
行動目標（次項による）

2,151
　産業廃棄物排出量 0 0

100%

基準年度比 2021年 99% 98% 97%

854

256,837

水道水の削減 ㎥ 1,069

2024年

（目標）

98% 97%
902 893

97%

-

100%100%

1,048371
317 314 371

100%

―

%

142,848 -

1,065
ℓ 2,160 ―

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

275,568 284,999
項　目 2021年 2022年

（実績） （目標）

評
価

上段：
下段：

通期
10～3月末

基準値

97%
5,902

二酸化炭素総排出量

2,160 2,095

99%

104,513

2,117
109,311

103,468

2021年

2022年 2023年

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 13,489 ― 11,201 13,219

基準年度比 2021年 99% 98%

基準年度比

5,605

―

13,084

1,037

0.318 0.318

基準年度比

　一般廃棄物排出量

137,243

5,843

（基準年) （目標）

廃棄物排出量
2,160

966 1,542
3,902 4,945

0 0

2021年 99% 98%

254,217273,797

※2022年度のデータは期初から期の途中まで 関西電力2019年度 関西電力2019年度

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

5月4月 6月

12月 2月

✕

5,728

○

3,277

5月 6月

8月

6,273

7月

数値目標

2,800 2,240 3,005
4月 5月 6月

5,975 4,972

・エコドライブの徹底
初めて取り組みましたが、目標未達成となりました。従業員全員で
環境に配慮する意識を持ちエコドライブ、アイドリングスストップな
ど意識し課題に取り組んでいきます。

達成状況

3月

3月
5,664
6,4675,0875,618

・効率的なルートで配送

3,389
9月 10月

9月 10月 11月 12月 1月 2月
5,099 4,024
4,363

5,891 5,574 6,0125,396

○

2,753
3,486

・生産工程の待機時間短縮 △

2月9月8月

2,886
3,488

3,195
3,578 2,600 3,043

2,992

5,794 6,439

11月
2,399

1月
3,1143,041
2,7413,404 3,609

6,523
7月 8月

△

3,902 3,6003,709 3,724
2,592 2,622

2,488

3,261

3月

3,240

1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,3673,614 3,650

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,130 2,781
3,9022,905 3,388

○

12月11月10月

達成状況

・不要照明の消灯 ○
・ノー残業デーの実施

7月

数値目標 〇 達成する事ができました。従業員それぞれ意識し節電に努めかつ
設備や機械の使用時にもムダのないようにした結果だと思いま
す。次年度も継続していきます。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

4月

自動車・重機燃料（軽油）による二酸化炭素削減

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

0

2,000

4,000

6,000

電力（kWh） 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

軽油 運搬車（L） 2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

軽油 重機（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

○

82 83 84 85 74

数値目標

達成状況

✕

△

数値目標 〇

175 167

数値目標

・無事故、安全強化 ○

経営課題への取組み

58 96 96

目標達成です。このまま維持できるように努めます。場内清掃の
方法を変更したので効果がありました。今後も継続していきます。

9月 10月 11月 12月 3月2月
59

57 58 62 62 66 6675

✕

取組結果とその評価、次年度の取組内容

198

目標達成です。このまま維持できるように努めます。

・分別の徹底 ○

182 192

・選別の徹底 ○

3月
173

178 175

9月

176

取組結果とその評価、次年度の取組内容

目標達成ですが、意識UPと細目に分析していきます。

189

109
4月 5月

98
8月
10973 73 98

6月 7月

1月

100 100
1月

達成状況

・排出先の分別徹底の依頼 ○

・リサイクル先の開拓

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

180

2月

○

・梱包材の再利用

179

・帳票見直しによる印刷物の削減

・働き方改革 ○

・企業PRによる顧客獲得 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△

・プラントのメンテナンス ○ 全体的にはいいとして課題は新規顧客の獲得や優良化認定取得
にむけて取り組んでいく。

達成状況

10月 11月 12月
166 178 181 189 178
180 177

・事業拡大のための人材確保 △
・優良化認定取得

4月 5月

・場内清掃の工夫 ○

6月 7月 8月

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

0

50

100

150

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

50

100

150

200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（ℓ） 2021年 2022年
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収集運搬車両

収集運搬写真

　　　　　　破砕処理施設

破砕風景

事業所の紹介
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

破砕機　選別機

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要請等
特にありませんでした。

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順通り訓練できました。 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順通り訓練できました。 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

フロン排出抑制法

4名

2023/3/10 本社工場

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

産業廃棄物の収集運搬、中間処理

重機

破砕機　選別機
浄化槽法

騒音規制法

振動規制法

2023/3/10 本社工場
4名

・流出事故対応、通報訓練

自動車NOｘ・PM法 適合車使用

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限、アルコールチェック

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

廃棄物処理法

適用される法規制

緊急事態対応の試行・訓練
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

代表取締役　辻本　大

事務所LED化 安全第一　横断幕　

代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年3月31日

これまでの環境活動の紹介

本格的に取組開始した10月以降では、電力、一般廃棄物、水道使用量が目標達成となって取組
の成果がでている。一方、自動車燃料は未達成となり、取組の浸透ができていないため、今後、

強化を図っていく。

カーボンニュートラルやSDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ、エコアクション21
を活用して、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。
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